
まちの
わだい

１_操法前、集中力を高める要員の方々（○指小沼慶幸さん、①
小沼睦さん②小沼雅登さん③三上翼さん）　２_火点に狙いを定
める　３_息の揃った吸管延長　４_動作は迅速かつ的確に
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身近なわだい、お寄せください。
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）

　今年３月１日に落雷で崩壊した小栗山（三枝地区凝山）
の鳥居が、凝山出身で歌手の伊藤かづ子さん（東京都）の
ご厚意により新たに奉納されました。新庄地廻三十三観世
音菩薩二十四番礼所である小栗山。故郷で幼いころから親
しんできた場所が被災したと聞き、居ても立っても居られ
なくなったそうです。再建されたシンボルが、末永く地区
を見守り続けてくれることでしょう。

　夏休みも終了目前の８月18日、明安スキースポーツ少
年団の皆さんが、いつもお世話になっている明安地域の清
掃活動を行いました。参加したのは親子あわせて約40名。
４班に分かれて地区ごとに実施し、軽トラック１台分のゴ
ミを収集しました。子ども達は「こんなに落ちていると思
わなかった」と驚くとともに、これからも自分の住んでい
る地域をきれいにしていこうと再認識していました。

　生徒の少ない全国の高校が集まって課題や取り組みを話
し合う「全国小規模サミット」が８月２日、小国町で開か
れ、新庄南高金山校から２年生４名が参加しました。協力
して作成した資料を用いて、ボランティア活動を町内外で
実施していることや、町行政と連携して行っている模擬議
会などを紹介。小規模の金山校だからこそできる大きな取
り組みをＰＲする良い機会となりました。

　８月17日から４日間、旧朴山分校を会場に、ワークシ
ョップ形式のイベントが開催されました。これは、西郷地
域サポート隊と山形大学Team道草の皆さんが、この地域
ならではの夏の思い出を作ろうと、連携して企画したもの。
参加した児童らは、残った宿題の追い込みをしたり、スイ
カ割りや水遊びなど、夏休みの終わりを惜しむように楽し
んでいました。

　夏らしい青空が広がった８月４日、荒屋地区でひまわり
まつりが開催されました。花輪洋子さん（天童市）が生家
の敷地に育てあげたひまわりは約３千本。みごとに咲き誇
った大輪を一目見ようと多くの方が訪れました。花輪さん
は「植え始めた昨年が好評だったので本数を増やした。き
れいだね、と言われるのが励み。来年も頑張る」とほころ
びます。荒屋地区の夏のシンボルになりそうです。

よう  こ

　第40回山形県消防操法最上支部大会が７月29日、最上
広域消防本部を会場に開催され、町を代表して第７分団第
１部第２班（柳原）が出場しました。堅実な操法技術と統
率力を見せ、出場した管内８消防団のうち４位と健闘。ま
た、２番員の小沼雅登さんと３番員の三上翼さんが個人賞
を獲得しました。地域防災の要である町消防団員の皆さん。
今後ますますの活躍を期待しています。

まさ  と つばさ

きん  ご

　矢口金午さん（内町）が、７月20日に100歳を迎えられ、
会田副町長からご本人へ賀詞やお祝い金が贈呈されまし
た。金午さんは、大正７年生まれの100歳。大きな節目を
とても楽しみにしていたと話していました。ご家族と一緒
に元気に100歳の誕生日を迎えられた金午さん。これから
も健康に留意されて長生きしてくださることを願っていま
す。おめでとうございます。

▼自分より背の高いひまわりの前でバンザーイ！

▲とこみどりポスターを仕上げる児童「早く遊びたい！」

▼幼児から小学６年生までスポ少の枠をこえて多数参加

▼小国高校公認ゆるキャラ「おぐまん」と一緒にパチリ！

▲新たに奉納された白く輝く鳥居は濃い夏の青空に映える

▲ご家族と一緒に100歳を迎えられた矢口金午さん

明安スキースポ少が夏休みに奉仕活動
お世話になっている地域でゴミ拾い

小国町で小規模校サミット
新庄南高金山校が活動をアピール

小栗山鳥居（凝山）が再建
伊藤かづ子さんのご厚意により奉納

スイカ割りやカブトムシ相撲 ――
旧朴山分校で夏休みの思い出を

荒屋地区に３千本のひまわり
大人も子供も笑顔で鑑賞

消防操法最上支部大会
柳原消防団が見事な統率力を見せる

祝！矢口金午さんが100歳
町から賀詞・お祝い金を贈呈
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